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アウトライン

1. オープンサイエンスとその可能性
• オープンサイエンスとは
• 「科学と社会」の変容（シチズンサイエンスを例として）

2. ⽇本のオープンサイエンス政策と統合イノベーション戦略
• 世界の狙いと政府の動き
• 「知の源泉」の⼀⾓に位置づけられたオープンサイエンス

3. オープンサイエンスの実態調査に向けた試⾏から⾒える
こと
• 2016年の試⾏調査の結果概要
• 2018年11⽉に⾏われた再調査の速報（⼀部）
• 得られた⽰唆と今後の具体的な活動について
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オープンサイエンスとは

 広く⼀般に通⽤する定義はまだ存在しない
 OECD, EC, 内閣府︓公的資⾦をできるだけオープンにしてイノベーションに活⽤
 Paul David︓17世紀に⽣まれた学術雑誌により発展した物理学と同じ、学術のオープン

化によるパラダイムシフト
 Michael Nielsen︓科学的発⾒の再発明

 「オープンサイエンスはICTによるデジタル化とネットワーク化された情報基盤、およびその基盤
が開放する多量で多様な情報を様々に活⽤して科学研究を変容させる活動であり、産業を含
む社会を変え、科学と社会の関係も変える活動」 学術の動向. 23(11), p 12.
 Open-by-default Science
 New Open, Close, and Secret Science
 Open Government
 Open Innovation
 Open Education

 同床異夢かつ異床同夢
 局所︓それぞれの⽴場においてオープンサイエンスを（セクターに取って良いように）活⽤

（同床異夢 北本）
 ⼤局︓ICTが変⾰するデジタルネイティブな未来の社会に向かっている（異床同夢 林）
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Open Access to Open Data and Open Science
Overview example (for the Cabinet Office 2014: revised)

Open Access Open Science

Open Data
(Open gov.)

Open Research Data

Creative Commons

Open Source

2000’s 2010’s

Science 2.0+

Citizen Science

Self Archiving

Science Commons

Institutional Repository Full OA (mega) journal

Article Research Outputs

Database, Repository

Research ActivityAccess ReUse

Data Sharing

Data journal

Open Innovation

Improve,
Incremental

Redesign,
Disruptive?

(Scholarly activity)

(Common activity)

Code for X
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歴史から紐解く科学や社会のオープン化

 グーテンベルグによるオープン⾰命

情報爆発

⼿紙、写本
⼿書きベース
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本、ジャーナル
⼤量印刷ベース

より
Openな

基盤

「印刷という⾰命」 ⽩⽔社
ヨーロッパで、15世紀半ばに印刷本が⽣まれた後、200年ほどかけて
社会はどう変わっていったのか。
ルネサンス期から科学⾰命に⾄る初期近代について，活版印刷のビ
ジネスと技術，科学・宗教・⽂化・教育等への影響について総合的
に論じるメディア⽂化史である。

原題『THE BOOK IN THE RENAISSANCE』

https://doi.org/10.1241/johokanri.58
.643

学術ジャーナルの発明と
科学の発展も



ポストグーテンベルグ時代のパラダイムシフト

 科学・知財を取り巻く（⼈の⾏動原理を中⼼とした）本質は同じだが、
インフラの変⾰に応じた再デザインが必要

Future Design

大量印刷と物流が
支えてきた科学と社会

Past Design
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Web が支える
科学と社会

これからの
社会制度に応じた
対応方針、運用

?
遷移状態

http://commons.wikimedia.org/wik
i/File:Activation_energy_ja.svg

新オープン・クローズ戦略

Open
Close
Secret

Open
Close
Secret

Chubin(1985)
過去から引き続く
社会制度に応じた
対応方針、運用

EC, OECD
の狙い

ICTは進展したが、著作権や知財を含む法律、
社会制度の⾻格は旧来のまま

Human Readable Machine Readable

触媒



ネットワーク化と双⽅向性

Source by Mark Miller, Brandeis University; Virgo Consortium for Cosmological 
Supercomputer Simulations; www.visualcomplexity.com.

SciVal, SciVerse
WOS, InCites

あらゆるヒト、モノ、コトがさまざまな粒度でつながり、相互作⽤する世界→新しい価値の創出

8



すでに進⾏しているオープンサイエンス
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①共同解析・・・⼤量の実験データをグループでは解析しきれない
 ＬＨＣ－ＡＴＬＡＳ実験 ︓約１０００回／秒の陽⼦・反陽⼦衝突の即時解析のため

には１００万台のＣＰＵが必要 ⇒ １７０研究機関を通信ソフトで結び共同解析
＝ ヒッグス粒⼦を数⼗事象／１１０億衝突事象 を発⾒

②共同観測・・・観測する対象が⼤きすぎて１機関では扱えない
 GEOSS（全球地球観測システム） ︓ 世界全域を対象とした⼈⼯衛星や地上観測など多

様な観測システムが連携した、包括的なシステムを構築

③ユニークデータの共有・・・何度も同じ解析をしない
 ヒトゲノム計画 ︓ ヒトのゲノムの全塩基配列（約３０億塩基対）を解析するプロ

ジェクトの実施
④データサイエンス・・・（ビッグ）データを活⽤した新しい科学の発展

 マテリアル・インフォマティクス︓調べられた化合物データの解析により新たな物質を探
索 物性を予測して合成が可能な時代へ

 ネガティブデータの重要性、⽂理融合がデフォルトの時代（計算社会科学等）
 オープンなデータインフラの上で⾏われる新しい研究スタイル

⑤市⺠ボランティアの活躍・・・科学の⺠主化と共創型研究スタイルの進展
 Galaxy Zoo︓ハッブル望遠鏡がとらえた何百万の銀河系の画像を２０万⼈以上の市⺠ボラ

ンティアが分類・整理 新たなタイプの銀河発⾒にも繋がる
 新しい科学と社会の関係（クラウドファンディング、研究アジェンダ設定における市⺠の参画）



義務としての
アウトリーチ

自発的に（研究者の思
惑とは関係なく）振る舞う
ときに監視モード

市民アウトリーチ

パブリックエン
ゲージメント
(一方向になり

やすい)

研究者

アマチュア、野生の研究者
（天文、野鳥観測等）

税を通じた国
費による研究

支援

典型的な
科学者

非対称な構造にあった情報と一方向の流通
‐税を通じた市民からの研究支援
‐アウトリーチ、サイエンスコミュニケーションの一方向性
‐いわいる野生の研究者は昔から居た
‐日本独特の「市民科学」

市民科学
情報の非対称性
事後（出版後）のアウトリーチ

林 和弘（2018）「オープンサイエンスの進展とシチズンサイエンスから共創型研究への発展」『学術の動向』23(11)：12‐29. 10



協働型の新しい科学研究
スタイル、数千人‐数万人

規模の参加による発見、ア
ウトリーチ活動の効率化

多数の市民の参画による科
学リテラシーの向上、才能
の（早期）発見、独自研究の
発展

市民
ICT活用

クラウドソース

オープン化などの
活用による研究活
動の新たな可能

性（共創）

研究者

シチズンサイエンス

シチズンサイエンティスト 独立系研究者 アマチュア、野生の研究者

国、企業による
研究開発投資

研究資金支援者
として関与

研究そのものに関与

オープン化による情報の非対称性の緩和と研究者の多様化

より対称的な構造（パートナーとしての市民）
‐インタラクティブな
‐クラウドソースとクラウドファンディング
‐研究を加速し、透明性を向上

課題設定に関与

科学の民主化と
倫理の課題

クラウドファンディ
ングによる支援と
見返りの提供

林 和弘（2018）「オープンサイエンスの進展とシチズンサイエンスから共創型研究への発展」『学術の動向』23(11)：12‐29. 11
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政策としてのオープンサイエンス

Open ≒ 戦略的開放 ≠ 誰でも⾃由に
我が国の研究、産業、⽂化振興と社会が発展する戦略・⽅針（シーク

レット→クローズ→オープン）を持った上で
• 研究者（関連分野、⾮関連分野）への開放
• ステークホルダー（研究助成団体等）への開放
• 広く産業・社会への開放
• （その中の1オプションとしてフルオープンも含まれる）

 戦略を⽀える基礎的な⽅針の重要性と留意点
研究データを資源とし最⼤限活⽤する
 これまでのオープン・クローズ戦略だけでは通⽤しない
新たな科学研究（と関連産業）が加わる

• オープンな情報基盤を活⽤したビッグデータ研究、市⺠科学等
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例) 数学

産業界、知財との

関連が強い

産業界、知財との

関連が弱い

例) 医薬（ミクロ）、

材料科学

例) 高エネルギー科学

相対的にオープン化しやすい

相対的にオープン化しにくい

通常、知財で保護され

ているが、戦略的に

オープンにすることで

イノベーションのツール

になりうる領域

先行領域であり、研究の発展、社会への波及の

両面からさらに推し進められる

研究者コミュニティ

間でデータ共有す

るメリットが大きい

一見難しく見られるが、先進的な取

り組み（例・創薬のオープンプラット

フォーム、マテリアルゲノム等）が生

じつつある

オープンサイエンスのメリット

を最も享受しやすい

市民科学

オープンサイエンスに係る分野別相対マッピング例

例） 防災・環境科学

生化学、疫学 例) 天文・地球科学
デジタル

人文社会学

「基盤」としての情報学

研究に関わる関係者が

均一

研究に関わる関係者が

多様

ver.2.2
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国際的なイニシアチブの例

EC︓欧州デジタル単⼀市場（DSM）
デジタル技術に基づく情報利⽤・サービス、ネットワークや経

済の向上を実現（5億⼈、50兆円の市場）
欧州オープンサイエンスクラウド

• 研究データ基盤プラットフォームの構築

OECD︓Going Digital （デジタル化社会への
本格的な変容）
GSF(Global Science Forum)による調査

• データリポジトリのコストリカバリモデル
• 研究インフラの国際ネットワーク

データポリシーの⾒直しを開始
• OECD Principles and Guidelines for Access to 

Research Data from Public Funding

村⼭、林、「欧州オープンサイエンスクラウドに⾒る
オープンサイエンス及び研究データ基盤政策の展望」

STI Horizon, Vol. 2, No. 3, p. 49-54.
http://doi.org/10.15108/stih.00044

林、1AW01「オープンサイエンス政策とその実践が⽬指す研究者社会に向けて」、ConBio2017, AJ0616【ワーク
ショップ】 いかにして「使える」データベースを維持し続けるか? (2017.12.6) 15



トップダウンとボトムアップによる知識基盤構築

G7科学技術大臣会合

第5期科学技術基本計画（Society 5.0）

内閣府オープンサイエンス検討会

文部科学省、他府省庁 研究助成団体

Top
Down

Bottom
Up

EU（DSM）, OECD（Going Digital）

研究機関、大学等研究実施組織

草の根活動、個人活動

既存の学協会、新しい組織（RDA等）

・基本方針
・ガイドライン
・外部インセンティブ

・データアセスメント
・運用方針策定
・データ基盤整備
・内部インセンティブ

科学研究を変容させ、社会を変革する
知識基盤構築

研究者の自発的活動
を促す仕掛け作り

統合イノベーション戦略
「知の源泉」
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統合イノベーション戦略（2018年6⽉15⽇閣議決定）

第２章 知の源泉
（１）Society 5.0 実現に向け
たデータ連携基盤の整備

（２）オープンサイエンスのための
データ基盤の整備

（３）エビデンスに基づく政策⽴案
／⼤学等法⼈運営の推進

http://www8.cao.go.jp/cstp/tougosenryaku/index.html

第５期科学技術基本計画（Plan）・総合科学技術イノベーション戦略2017
（Do）の取組を評価（Check）し、今後とるべき取組（Action）を提⽰

(概要資料より抜粋)
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統合イノベーション戦略（概要）

政府事業・制度等における
イノベーション化の推進

 新技術の積極的活⽤（ｲﾉﾍﾞ転換）、制度整備、
規制改⾰等、政府事業・制度等におけるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ
化が恒常的に⾏われる仕組みの構築

 CSTIの情報集約・分析機能の強化

世界⽔準の創業環境の実現
 ⽇本型の研究開発型ﾍﾞﾝﾁｬｰ・ｴｺｼｽﾃﾑの構築
（⼈材流動化促進の⽅策の検討等）
 起業家育成から起業、事業化、成⻑段階まで

スピード感のある⼀貫した⽀援環境の構築
（産業界・政府系機関・官⺠ファンドの連携強化等）
 ムーンショットを⽣み出す環境整備
（表彰等のアワード型研究開発⽀援の検討等）

強化すべき分野での展開
各分野における取組の推進

○AI技術
 全ﾚﾍﾞﾙでの桁違いの規模での⼈材育成
 ⾃前主義から脱却した戦略的研究開発

（農業／健康・医療・介護／建設／防災・減災／製造等）
 ⼈間中⼼のAI社会原則の策定
○バイオテクノロジー
 2019年夏を⽬指し新たなバイオ戦略を策定
（「ﾃﾞｰﾀ駆動型」技術開発等に先⾏的に着⼿）

○環境エネルギー
 ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙな視点での⽬標の達成に向けた道筋の構

築（ｴﾈﾙｷﾞｰﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｼｽﾃﾑ、創ｴﾈﾙｷﾞｰ・蓄ｴﾈﾙｷﾞｰ、
⽔素を重点的に実施）

○安全・安⼼
 我が国の優れた科学技術を幅広く活⽤し、様々な

脅威に対する総合的な安全保障を実現
○農業
 ｽﾏｰﾄ農業技術、ｽﾏｰﾄﾌｰﾄﾞﾁｪｰﾝｼｽﾃﾑの国内外への

展開（ﾀｰｹﾞｯﾄを明確化し国際展開を⾒据え実施）
○その他の重要な分野
 光・量⼦／健康・医療／海洋／宇宙等の分野の

取組をSIP等を活⽤し着実に推進

SDGs達成のための
科学技術イノベーションの推進

（STI for SDGs）
 国内ﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟを2019年央までに策定
（国内実⾏計画として活⽤、世界へ発信）
 各国のﾛｰﾄﾞﾏｯﾌﾟ策定への⽀援
 我が国の科学技術ｼｰｽﾞと国内外のﾆｰｽﾞ

を結びつけるﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの在り⽅の検討

我が国の課題解決
モデルを世界へ

⼤学改⾰等によるｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑの創出
 経営環境の改善
（⼤学連携・再編の推進、⼤学ｶﾞﾊﾞﾅﾝｽｺｰﾄﾞの策定、⺠間

資⾦獲得等に応じて運営費交付⾦の配分のﾒﾘﾊﾘ付け等
によるｲﾝｾﾝﾃｨﾌﾞの仕組みの導⼊等）

 ⼈材流動性の向上・若⼿の活躍機会創出
（新規採⽤教員は年俸制を原則導⼊するなど、国⽴⼤学

の教員について年俸制を拡⼤、ｸﾛｽｱﾎﾟｲﾝﾄﾒﾝﾄ制度の積極
的な活⽤等）

 研究⽣産性の向上
（競争的研究費の⼀体的な⾒直し（科研費等の若⼿

への重点化、挑戦的な研究の促進等）等）
 ボーダレスな挑戦（国際化、⼤型産学連携）
（外国企業との連携に係るｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝの策定等）

戦略的な研究開発の推進
 ⾮連続的なｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝを⽣み出す研究開発を継続的・

安定的に推進

 知の源泉から国際展開までの取組を通
じた課題解決モデルの提⽰

 国際標準化、ｵｰﾌﾟﾝ･ｱﾝﾄﾞ･ｸﾛｰｽﾞ戦略
等を考慮した取組の推進

 世界で破壊的イノベーションが進展し、ゲームの構造が⼀変、過去の延⻑線上の政策では世界に勝てず
 第５期基本計画（Plan）・総合戦略2017（Do）の取組を評価（Check）し、今後とるべき取組（Action）を提⽰
 硬直的な経済社会構造から脱却、我が国の強みを⽣かしつつ、Society 5.0の実現に向けて「全体最適な経済社会構造」を柔軟かつ⾃律的に⾒出す社会を創造
 そのため「グローバル⽬標」「論理的道筋」「時間軸」を⽰し、基礎研究から社会実装・国際展開までを「⼀気通貫」で実⾏するべく「政策を統合」
 イノベーション関連の司令塔機能強化を図る観点から「統合イノベーション戦略推進会議」を2018年夏を⽬途に設置し、横断的かつ実質的な調整・推進機能を構築

－ 世界の潮流・我が国の課題と強み ー

－ 統合イノベーション戦略の基本的な考え⽅ －
 政策の統合により、知・制度・財政の基盤三本柱を改⾰・強化しつつ、我が国の制度・慣習を柔軟に「全体最適化」
 「世界で最もイノベーションに適した国」を実現、各国が直⾯する課題の解決モデルを我が国が世界に先駆けて提⽰

 世界に先駆け、包括的官⺠データ連携基盤を整備（AIを活⽤、欧⽶等と連携）
 オープンサイエンス（研究ﾃﾞｰﾀの管理・利活⽤）／ 証拠に基づく政策⽴案（EBPM・関連データの収集・蓄積・利活⽤）知の源

泉

 知的資産（データや⼈材など）が国⼒の鍵に
 情報空間（ｻｲﾊﾞｰ）／現実空間（ﾌｨｼﾞｶﾙ）／

⼼理空間（ﾌﾞﾚｲﾝ等）の際限ない融合

 社会ｲﾝﾌﾗとしての分野間ﾃﾞｰﾀ連携基盤の未整備
 IT⼈材の質・量の絶対的不⾜

 製造、医療、農業等の質の⾼い現場から得られる
豊富なデータ

【世界の潮流】

【我が国の強み】

「知」の融合

【我が国の課題】

「破壊的イノベーション」と「創業カンブリア紀」

 基礎から社会実装に⾄るまでの時間が⼤幅に短縮
 研究開発型ﾍﾞﾝﾁｬｰの誕⽣・急速な成⻑
 各国独⾃の多様なｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ・ｴｺｼｽﾃﾑの登場
 ICTｻｰﾋﾞｽ中⼼に発展してきたﾋﾞｼﾞﾈｽﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑの現実空間（流通、⾃

動⾞、医療、農業、ｴﾈﾙｷﾞｰ等）への拡⼤

 相対的に不⼗分な⼤学改⾰と低い研究⽣産性
 研究開発型ﾍﾞﾝﾁｬｰの数・規模等世界に⼤きく劣後

 ⼤学・研究機関のいまだ⾼い研究開発⼒
 産業界の優れた技術と潤沢な資⾦

【世界の潮流】

【我が国の課題】

【我が国の強み】

国際的な対応 〜浮かび上がる光と影〜

 各国とも研究開発投資、教育改⾰、安全保障政策、貿易投資政策等を
総動員した⼤胆な政策の展開

 SDGs達成への期待
 イノベーションの影としての格差拡⼤、覇権争い

 硬直的な経済社会構造／国際化の極端な遅れ

 環境先進国となった実績、課題先進国としての世界のﾓﾃﾞﾙとなる好機
 東南ｱｼﾞｱの発展等を⽀えた実績／ｱｼﾞｱ・中東・欧⽶等における安定的な

経済社会関係

【世界の潮流】

【我が国の強み】

【我が国の課題】

知の創造 知の社会実装 知の国際展開
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知の創造 知の社会実装 知の国際展開

知の源泉
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保存・
公開する
データ

データの
公開・共有

適切なデータ管理の実施

【⽅針・計画】
リポジトリ

【データインフラ】

機関リポジトリ
<⼤学等>

分野別リポジトリ
＜国研・学協会等＞

研究データ管理等のための研修などにより、
研究者や研究⽀援者の理解を促進

（RDMトレーニングツールの活⽤推奨）

研究⽀援
職員

【データ活⽤】

「知の源泉」
の構築

連
携

連
携

エビデンス
システム

Society 5.0
データ
連携基盤

⼤学・研究
開発法⼈等

⾏政

産業界

市⺠社会

＜⼤学・企業等の研究者＞
データマネジメント

プラン策定
(研究プロジェクト毎)

＜国⽴研究開発法⼈＞
データポリシー策定
（法⼈別・部⾨別）

＜各府省・
資⾦配分機関＞

競争的研究費による
研究実施者がデータ
管理を適切に⾏う仕
組みを、各競争的研
究費制度に導⼊

＜内閣府＞
国研のデータポリシー
策定を促進するガイド
ラインを策定

＜内閣府＞
国際認証基準
等に基づく、
リポジトリの
整備・運⽤ガ
イドラインを
作成し、適⽤
を推奨

＜⽂部科学省＞
機関リポジトリに
おける研究データ
の管理・公開・検
索を促進するため
のシステムを開発

オープン・アン
ド・
クローズ戦略

オープンサイエンスのためのデータ基盤の整備
・ 国益や研究分野の特性等を踏まえて、オープン・アンド・クローズ戦略 を考慮し、サイバー空間上での研究データ の保存・管理に取り組み、諸外国の研究

データ基盤とも連携して巨⼤な「知の源泉」を構築し、あらゆる者が研究成果を幅広く活⽤
・ その結果、所属機関、専⾨分野、国境を越えた新たな協働による知の創出が加速

諸外国の研
究データ基

盤

機械判読可能性
及び

相互運⽤性の確保

研究者
【⼈材育成・
実態把握】

オープンサイエンスに関する実態調査

連携

・ 国益や研究分野の特性等を踏まえて、オープン・アンド・ク
ローズ戦略 を考慮し、サイバー空間上での研究データ の保存・
管理に取り組み、諸外国の研究データ基盤とも連携して巨⼤な
「知の源泉」を構築し、あらゆる者が研究成果を幅広く活⽤
・ その結果、所属機関、専⾨分野、国境を越えた新たな協働に
よる知の創出が加速

出典︓https://doi.org/10.11502/joss2018_c5_04
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保存・
公開する
データ

データの
公開・共有

適切なデータ管理の実施

【⽅針・計画】
リポジトリ

【データインフラ】

機関リポジトリ
<⼤学等>

分野別リポジトリ
＜国研・学協会等＞

研究データ管理等のための研修などにより、
研究者や研究⽀援者の理解を促進

（RDMトレーニングツールの活⽤推奨）

研究⽀援
職員

【データ活⽤】

「知の源泉」
の構築

連
携

連
携

エビデンス
システム

Society 5.0
データ
連携基盤

⼤学・研究
開発法⼈等

⾏政

産業界

市⺠社会

＜⼤学・企業等の研究者＞
データマネジメント

プラン策定
(研究プロジェクト毎)

＜国⽴研究開発法⼈＞
データポリシー策定
（法⼈別・部⾨別）

＜各府省・
資⾦配分機関＞

競争的研究費による
研究実施者がデータ
管理を適切に⾏う仕
組みを、各競争的研
究費制度に導⼊

＜内閣府＞
国研のデータポリシー
策定を促進するガイド
ラインを策定

＜内閣府＞
国際認証基準
等に基づく、
リポジトリの
整備・運⽤ガ
イドラインを
作成し、適⽤
を推奨

＜⽂部科学省＞
機関リポジトリに
おける研究データ
の管理・公開・検
索を促進するため
のシステムを開発

オープン・アン
ド・
クローズ戦略

オープンサイエンスのためのデータ基盤の整備
・ 国益や研究分野の特性等を踏まえて、オープン・アンド・クローズ戦略 を考慮し、サイバー空間上での研究データ の保存・管理に取り組み、諸外国の研究

データ基盤とも連携して巨⼤な「知の源泉」を構築し、あらゆる者が研究成果を幅広く活⽤
・ その結果、所属機関、専⾨分野、国境を越えた新たな協働による知の創出が加速

諸外国の研
究データ基

盤

機械判読可能性
及び

相互運⽤性の確保

研究者
【⼈材育成・
実態把握】

オープンサイエンスに関する実態調査

連携

出典︓https://doi.org/10.11502/joss2018_c5_04
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Toward FAIR Data Science

http://www.codata.org/working-groups/fair-data-expert-group

研発法⼈向け
データポリシーガイドライン

データマネジメントプラン
（DMP）

JST, AMED, NEDO

データインフラ
（管理・公開・検索）

NII

データリポジトリガイドライン
（ドメイン別）

作成中

電⼦ジャーナルとの連携
（データ出版）

JST

研究データを研究成果
公開の主要メディアに

21



アウトライン

1. オープンサイエンスとその可能性
• オープンサイエンスとは
• 「科学と社会」の変容（シチズンサイエンスを例として）

2. ⽇本のオープンサイエンス政策と統合イノベーション戦略
• 世界の狙いと政府の動き
• 「知の源泉」の⼀⾓に位置づけられたオープンサイエンス

3. オープンサイエンスの実態調査に向けた試⾏から⾒える
こと
• 2016年の試⾏調査の結果概要
• 2018年11⽉に⾏われた再調査の速報（⼀部）
• 得られた⽰唆と今後の具体的な活動について

22



G7科学技術⼤⾂会合

 オープンサイエンスは、ICT等
の活⽤によって知識がより
オープンになる（開放され
る）ことによって、研究活動の
変容(Transform)を促すも
のである。
 オープンサイエンスの実践を計測

するMetricsの重要性とそれを含
むフォローアップ活動を明⽰（EU
と⽇本が事務局）

（つくば 2016.5→トリノ 2017.9）
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EC: Open Science Monitor

https://ec.europa.eu/research/openscience/index.cfm?pg=home&section=monitor

Source
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OECD: 指標化に向けたWS開催等の活動

Global Science Forum (GSF) and National Experts 
on Science and Technology Indicators (NESTI)  
joint-Workshop (Apr 9, 2018, OECD, Paris)
 Reconciling Scientific Excellence and Open 

Science: What do we want out of science and 
how can we incentivise and monitor these 
outputs?” 
オープンサイエンスの可能性と政策への展開

オープンアクセス出版と科学情報の普及

研究のオープンデータ：良好なデータ管理とデータアクセス

社会の関与のあり方

科学の優越性を問い直す

 様々な観点からインパクトを計測するための論点と課題出し

https://povesham.wordpress.com/2018/04/16/oecd-open-science-and-
scientific-excellence-workshop-paris/ （OECD公認の、参加者による報告）
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NISTEP実態調査2016

⽇本の研究者によるデータ公開を中⼼としたオープンサイエンスの
実態や課題を把握するための調査（池内有為客員）

調査期間:2016年11⽉30⽇から12⽉14⽇
調査対象:約2,000名の科学技術専⾨家ネットワーク(⼤学、企業、公的
機関・団体に所属する研究者や専⾨家、技術者などによって構成される)

• 東⽇本⼤震災後の科学者・技術者の意識に関する調査→平成24年度の科学技術
⽩書に引⽤される

• 研究施設・機器の共⽤化等に関するアンケートによる調査報告
(1)データ公開と（⽐較として）OA論⽂の現状
(2)データ公開の障壁
(3)公開データの利⽤状況
1,398名（回答率70.5%）の有効回答を分析

池内有為, 林和弘, ⾚池伸⼀. 研究データ公開と論⽂のオープンアクセスに関する
実態調査. ⽂部科学省科学技術・学術政策研究所, 2017, NISTEP 
RESEARCH MATERIAL No.268, 108p.
https://doi.org/10.15108/rm268

解説記事（STI Horizon誌） https://doi.org/10.15108/stih.00106
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回答者のプロファイル

回答者の年齢（n=1,406） 専門分野（n=1,406）

•研究者の代表性（年齢、分野等）はない
27



NISTEP実態調査2016の結果

図 1 公開データとOA論⽂の有無（いずれもn=1,398）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 2−1 データの公開方法
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NISTEP実態調査2016の結果

図 2−2 分野別「特定分野のリポジトリ」選択率
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NISTEP実態調査2016の結果

図 3 分野別公開データの有無
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NISTEP実態調査2016の結果

図 4−1 データと論文の非公開理由
（データn=683 論文n=407）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 4−2 非公開理由が解決した場合のデータと論文の公開
意思（データn=595，論文n=379）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 5 データ公開に関する資源の充足度（n=1,396）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 6 データを公開する場合の懸念の強さ（n=1,396）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 7 専門性を必要とする項目
（n=1,302）
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NISTEP実態調査2016の結果

図 11 データリテラシー教育への関心の有無と項目
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NISTEP実態調査2018

⽇本の研究者によるデータ公開を中⼼としたオープンサイエンスの
実態や課題を把握するための調査

調査期間:2018年10⽉19⽇〜11⽉2⽇
調査対象:約2,000名の科学技術専⾨家ネットワーク
(1)データ公開と（⽐較として）OA論⽂の現状
(2)データ公開の障壁
(3)公開データの利⽤状況
(4)データマネジメントプランの作成状況 New
1,542名（回答率70.2%）の回答を分析中

速報値
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2016-2018の⽐較例

2016（n=1,398） 2018（n=1,510）

OA経験等の経年変化

＊速報値につき数値や解釈には精査が必要
39



得られた⽰唆と今後

• 回答率70%超えの高い関心（通常40－50％）

• データ公開と共有の分野別の差
• 必要なところでは分野別リポジトリの拡充で進む

• 研究データ公開、共有に対する不安感

• インセンティブにはデータ利活用を促すものと、研究者を守るものとが
必要

• 最終的には研究データ利活用文化の醸成を目指す

• 継続・拡大調査の重要性
1. 同じ設計を踏襲することによる相対的な変化を見る

2. 研究者の代表性を考慮した設計

3. 国際比較可能な調査設計

4. 組織に対する調査（ポリシー策定状況、インセンティブ等）

40



現場を踏まえた政策への貢献と国際性の担保
国際的な共通質問紙の開発

（RDAにおけるIG共同議⻑）

国際的な調査への貢献
（2015，2017）

政策作りのサポート
エビデンス提供

草の根活動への参画と
政策への橋渡し

国内啓発活動
シチズンサイエンス

学術関連コミュニティとの対話
政策への橋渡し

オープンサイエンスがも
たらす社会変容を促し、
モニタリングする、地に
⾜を付けた調査研究

NISTEP共主催
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